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ー マ : 貧 困 - 追 し ヽ つ め ら れ る 人 々 と

追 し ヽ つ め ら れ る 平 手□

屍ぬ 今 ､ 暮ら しが成 [) 立た なく な っ た人 が急増し して い ます ｡

失 業者が増える時 ､ 戦争の危険が高まるの は何故なのか ｡

どう して こんな 日本にな っ たの か ? 解決の 道 はあるの か ?

貧困の 間置 に長年取 り組 んで こ られ た先生の お話 を お聞 き します ｡

に い 盲 と こ う じ

講 白市 : 新 里 宏 二 氏 ( 弁護士)

と き

と ころ

資料代

主 催

連絡先

2 0 0 9 年 5 月 3 1 日( 日) 午後2_時
- 4
.
蔚

仙台市旭ヶ丘市民 セ ン タ ー 第 2 芸議室 ( 3 階).
( 仙台市青葉区旭ヶ丘 3 丁 目25 1 1 5･ ℡ 0 2 2 - 2 7 1 丁 4

_
7 2 9 )

地下鼓姫ケ丘軒下車 ､ 地下1 暗の 一 番奥の エ レ ベ ー

タ
ー

で 3 階 へ

3 0 .0 円

宮城女性九条の会( 仙台市青葉区上杉2 -

1
-

1 0 鵬 Y W C A 領内)

℡ 0 2 2 - 2 4 8 - 3 7 1 8 (
一

戸) -または 2 7 1 - 8 0 8 7 ( 岡)
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講師 プ ロ フ1 - ル

く略 歴) 1 9 5 2 年 4 月生れ ･ 岩手県出身

日栄∵商エ フ ア ン ド対策全国弁護団副会長
~
高金利引き下げ全国連絡会代表幹事

日弁連 消費者間題対策委員会副会長(1 9 9 7年度) 同
/'
F
'
事( 舶
'
r
'

日弁連 多重債務対策本部事務局長(舵)

-( % %
'
)

l
I

｢ 武富士 の 闇を暴く｣ (贈 鋲 網代社 200 3年) ｢多重債務被害救済の実務｣
'
(共著 群書配005年)

｢ Q & A 改正賃金業法 ･ 出資法 ･ 利息制限法 詳説｣ (共篭日蛸 島2007年) 等



r 九 条 の 会 フ? とご - } レ ｣ に 事菅 同 する 嘗 却戎 女 一

性 の 妾 とは

( 略 ･ 称 宮 卑戎 女 性 九 条 q > 会 )

自衛搾が戦地イラク へ準速されたの を乗積に ､

､
ア メ リカが世界中に進め各戦争に日本が

参加する仕観みが作ら
.
れようとしています｡

L
それと共に 凱 嘩 だけが生き残') ,･ 凱 ､ 者は

ふ r) 幕ときれ壱社会が作F) だ号れつ つ あ') ､ 生きるこ とf羊希望の持てなくな
I
う時夫人や若

者たちの自殺 ､ 犯罪の ニ ュ ー

スか目立つ につ け ､- 何 とか して戦争や差別のな い世赤､ 犯罪
の少な い世の中 ､ 嘗が安心L ' て暮らせる世の中が作れない かと廉う人々も増えて います｡
そんな 凱 ､ に応え る かの ように2004 年 6 月 ､ 日本を代表する 9 人の有識者が｢九条の会j
を立 ち上 坑 九条に明記されている r 戦争の放棄j に基づ垂rアジア をlまじめとする護国民
との友好と協力の熊係を発展させ ､ ア メリカとの軍事同盟だtブを優先する外交を転換し ､
世界の歴史の法れに自主性を発揮して現実的に償わ っ ていく こ とが求められて い ます ｡ 妻

法九条をもつ阜だから羊そ相手国を尊重した平和外交と ､ 麓済 ､ 文化 ､. 科学技術などの両
か らの協力ができる の で す ｡ 主権者 と して の蔑嚢を隈むため ､

一

人 ひ とりがで きる あら ゆ

ることを強める ことを訴えます串J とい っ [t: 趣旨の アF
'

-

)レをだしまし た ｡
しヽ ま ､ 全国各地､ 各分野 で ､ 呼びか けにこた え｢ア ピ ー

ル に賛同す るj 運動が広が っ て い

ます ｡ このア ピ ー ル に賛同した私たち 臥 唱本章再び戦争をする 軌こしてはならな い
†

未来の世代に平和で健康な埴痩を残すた 軌 こ憲法九条を守･) つ づけた い ｣ と の 凱 ､ 凱 ､ か
ら ､ 思想 ･ 唐桑の違い を超えて大岡団結する こ とが必要である と考え ､ 宮城の女性たちの

間で もア ピ
ー ルを広 げて い きた い と ､ こ の会を立ち上げ奮 した ｡
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宮城女性九条 の会呼び か け人
2 0 0 5 年 3 月

青柳優子( コ リア 文庫) 浅野富美枝 (宮城学院女子大) 姉歯けい 子( 声楽家) 天野清子

( 2 1 世紀をひ らくみ や ぎ女性 の 会) 和泉敬子(LuL 台Y W C A )
一

戸菓子( 婦人民主ク ラブ)

入間 田範子( 宮城県 生協連) 遠藤恵子(東北学院大) 大枚滞照 子( 新日 本婦人
の 会) 岡

康子(仙台Y W C A ) 長田洋子(北燈 肘 川端英子( の ぞみ文庫) 菊池映子(宮城県保育関

係団体連絡会) 木村緋沙子(宮城県原爆被爆者 の会) 木村正子 熊谷洋子( ヴァ イオリ

ニ ス ト) 小島妙子(弁護士) 小宮山嘉子 (ダ マ ヤ ン) 近藤佳代子(宮城教育大) 斉藤

俊子( 宮城県歴史教育者協議会) 佐藤郁子(宮城働く女性の つ どい実行委員会) 佐藤薬子(8
･

1 5 戦争を阻止する母親行進) 佐藤光子(宮城県平手嘩術展実行委員会) 佐藤京子 ( 日本基

督教団仙塩地 区蘇人会) 雫石寿 子( 宮城県母親連絡会) 庄子泰子 (仙台 y V C A ) 鈴木ふ

み( 婦人有権者同盟) 須藤道子(テ ロ に も戦争にもノ
ー

を の 会) 高津計以(『太平洋戦争 を生

きた少女たち』編集者) 高橋克子( 八 乙女クリ ニ ッ ク) 高橋通子( リア リ ズム写真集団) 武

山節子 ( 宮城県母親連絡会) 田野みよ ( 小児科医) 角 田洋子 ( 仙台
Y W C A ) 出村和 子

( 弘前学院大学) 戸枝 慶 ( 仙台y W C A ) 富岡富子 ( 退職女性教職員 の 会
･ 宮城白萩の 会)

富永智津子 ( 宮城女子大学) 酉薄暗代 (子 ども の人権を守る宮城県連絡会) 西原典子 ( 秦

庭科教育研究者連盟) 芳賀裕子 ( みや ぎ生協) 樋 口慶子 ( 元来北福祉大学) 樋 口典子 ( 刺

姓を考え る会) 藤田紀子 (弁護士
･ 東北大) 村 口喜代 (村 口 きよ女性 ク リ ニ ッ ク) 山形常

千 ( 元 尚綱学院大学) Lu 本蒔子 ( 宮城県女医会) 吉 田絹江 藤林舎美術教室) 渡部遊子 (仙

台北三番丁教会)




